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長
年
、
日
本
近
代
文
学
と
中
国
と
の
関
わ
り
を
視
点
と
し
て
研
究
し
て

き
た
私
は
、
故
郷
の
蘇
州
に
あ
る
寒
山
寺
に
縁
が
あ
っ
た
と
い
う
「
寒
山

拾
得
」
が
日
本
近
代
文
学
に
度
々
登
場
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
ま

た
、
文
学
に
留
ま
ら
ず
日
本
の
禅
画
や
謡
曲
な
ど
に
も
多
く
と
り
あ
げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

そ
こ
で
、
中
国
で
は
既
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
「
寒
山
拾
得
」
が
、
な

ぜ
日
本
で
脚
光
を
浴
び
た
の
か
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
を
調
査
し
、「
寒

山
拾
得
」
の
日
本
近
代
文
学
に
与
え
た
影
響
を
研
究
し
た
。

ま
ず
、「
寒
山
拾
得
」
の
日
中
像
の
差
異
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に

日
本
文
学
の
古
典
に
遡
り
、
そ
の
背
景
を
調
査
し
た
。
そ
の
上
で
、
森
鷗

外
を
は
じ
め
と
し
て
、
日
本
近
代
文
学
の
著
名
な
作
家
に
よ
る
「
寒
山
拾

得
」
の
捉
え
方
を
調
査
し
、
中
国
の
「
寒
山
拾
得
」
と
の
比
較
検
討
を
行

っ
た
。

そ
の
結
果
、
日
本
文
学
に
お
け
る
「
寒
山
拾
得
」
像
に
は
、
日
本
独
自

の
イ
メ
ー
ジ
で
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
中
国
で
の

「
寒
山
拾
得
」
は
、
道
教
思
想
の
イ
メ
ー
ジ
で
表
現
さ
れ
、
仙
人
と
も
言

わ
れ
て
い
る
が
、
日
本
近
代
文
学
に
表
象
さ
れ
た
「
寒
山
拾
得
」
と
は
、

日
本
で
長
年
の
間
に
育
ま
れ
た
仏
教
思
想
・
禅
思
想
の
形
象
化
を
担
っ
て

書
き
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、「
寒
山
拾
得
」
が
、
日
本
の
中
で
は
俳
画
に
も
出
没
し
、
陶
器

に
も
描
か
れ
る
な
ど
、
文
学
以
外
に
も
日
本
文
化
の
中
に
広
く
浸
透
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

寒
山
拾
得
、
日
本
文
学
、
中
国
文
学
、
仏
教
思
想
、
道
教

は
じ
め
に

寒
山
は
、
中
国
唐
代
、
七
世
紀
頃
浙
江
省
天
台
山
に
住
ん
で
い
た
修
行

日
本
近
代
文
学
に
表
象
さ
れ
た
「
寒
山
拾
得
」

陸

艶



者
で
、
詩
人
で
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
仏
教
と
道
教
の
隠
者

で
も
あ
る
。
そ
の
友
人
で
あ
る
拾
得
と
と
も
に
、
奇
怪
な
風
貌
、
常
人
離

（
�
）

れ
し
た
言
動
、
奇
瑞
な
行
動
な
ど
に
よ
り
、
後
世
神
聖
（
仙
）
化
さ
れ
、

（
�
）

多
く
の
伝
説
、
詩
文
、
絵
画
を
作
り
出
し
た
。
張
石
は
、

日
本
の
明
治
維
新
か
ら
現
代
文
学
史
に
至
る
、
多
く
の
文
学
巨
匠
が

新
た
な
日
本
文
学
の
局
面
を
開
辟
し
て
い
た
。
そ
の
日
本
近
代
文
学

者
た
ち
は
あ
る
程
度
寒
山
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
寒
山
拾
得
は
中
国
文
学
に
対
し
て
大
き
な
影

響
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
中
国
近
現
代
文
学
に
も
影
響
が
み
ら
れ

な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
古
代
の
宗
教
、
文
学
、
芸
術
に
は
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

「
寒
山
拾
得
は
中
国
文
学
に
対
し
て
大
き
な
影
響
は
見
ら
れ
な
い
。
ま

た
、
中
国
近
現
代
文
学
に
も
影
響
が
み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
こ

れ
に
対
し
て
、
日
本
古
代
の
宗
教
、
文
学
、
芸
術
に
は
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
こ
の
原
因
は
な
ん
だ
ろ
う
。

（
�
）

そ
こ
で
、
古
田
島
洋
介
は
中
国
で
は
寒
山
拾
得
の
話
は
主
に
作
品
「
寒

山
詩
」
と
伝
説
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
受
容
も
作
品
を
通

じ
て
行
わ
れ
、
特
に
近
世
の
白
隠
慧
鶴
（
江
戸
時
代
中
期
の
禅
僧
）
に
よ

る
「
寒
山
詩
」
注
釈
『
寒
山
詩
闡
提
記
聞
』
が
後
世
へ
の
影
響
が
大
き

く
、
こ
れ
は
若
生
国
栄
『
寒
山
詩
講
義
』
や
渡
辺
海
旭
『
寒
山
詩
講
話
』

を
経
て
明
治
、
大
正
文
学
に
お
け
る
寒
山
拾
得
の
形
象
化
に
繋
が
っ
て
い

く
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
本
論
で
は
、
従
来
、
中
国
で
は
既
に
忘
れ
ら

れ
て
い
た
「
寒
山
拾
得
」
が
、
な
ぜ
日
本
で
脚
光
を
浴
び
た
の
か
に
つ
い

て
、
そ
の
実
態
を
調
査
し
、「
寒
山
拾
得
」
の
日
本
文
学
に
与
え
た
影
響

を
研
究
し
て
い
く
。
特
に
「
寒
山
拾
得
」
を
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
る
近
代
の

小
説
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
が
一
般
的
な
大
衆
文
学
と
し
て
受
容
さ
れ
、

次
々
に
作
品
が
生
み
出
さ
れ
た
背
景
を
分
析
す
る
。

一
、
中
国
文
学
の
中
の
「
寒
山
拾
得
」
像

ま
ず
、
中
国
文
学
に
お
け
る
「
寒
山
拾
得
」
像
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

明
初
期
の
政
治
家
で
軍
師
で
も
あ
る
姚
広
孝
は
、
医
者
の
家
柄
を
持
つ

が
、
十
四
歳
で
出
家
し
て
道
衍
と
称
し
た
。
以
後
仏
法
や
道
教
を
学
ん

（
�
）

で
、
陰
陽
術
も
学
ん
だ
。
彼
が
編
纂
し
た
『
蘇
州
府
誌
』
に
よ
る
と
、

唐
元
和
中
有
寒
山
子
、
掣
瘋
掣
顛
。
來
此
縛
茅
以
居
、
尋
遊
天
臺
寒

巖
、
與
拾
得
、
豐
幹
為
友
、
終
隱
而
去
。
寒
山
寺
相
傳
寒
山
、
拾
得

嘗
止
此
、
故
名
。

こ
こ
で
は
、
唐
元
和
年
間
に
寒
山
は
、
風
狂
な
人
で
あ
る
。
茅
葺
の
家

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要

第
二
十
一
号
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屋
に
居
住
し
て
い
た
。
天
台
寒
厳
を
巡
り
歩
き
、
そ
の
後
拾
得
と
豊
干
と

知
り
合
い
、
以
後
、
寒
山
と
拾
得
は
隠
棲
生
活
を
は
じ
め
た
。
寒
山
寺
は

永
楽
三
年
深
谷
和
禅
師
が
、
寒
山
拾
得
の
本
質
を
忘
れ
な
い
た
め
方
丈
室

を
設
け
た
と
記
述
し
て
い
た
。
仏
教
、
道
教
を
学
ん
で
い
た
姚
広
孝
は

「
寒
山
拾
得
」
の
こ
と
を
提
及
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
本
に
し
て
後

人
達
に
勉
強
す
る
こ
と
も
、
寒
山
の
思
想
が
深
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が

解
る
。寒

山
是
一
位
影
響
深
遠
的
奇
人
、
影
響
範
圍
包
括
儒
、
釋
、
道
三

家
、
影
響
地
域
遠
達
國
內
外
。
引
人
註
目
的
蘇
州
寒
山
寺
、
即
以
寒

山
命
名
、
因
為
寒
山
曾
於
此
寺
住
過
、
清
代
葉
昌
熾
著
《
寒
山
寺

誌
》
記
載
說
、
寒
山
寺
、
創
建
於
梁
天
監
時
、
舊
名
妙
利
普
名
塔

院
、
以
寒
山
子
曾
居
此
寺
、
故
即
以
為
名
。

清
代
葉
昌
熾
『
寒
山
寺
誌
』
に
よ
る
と
、
寒
山
は
儒
教
、
仏
教
、
道
教

の
三
家
に
深
遠
な
影
響
を
及
ば
し
て
い
る
。
そ
の
範
囲
は
中
国
国
内
だ
け

で
な
く
海
外
に
も
深
く
影
響
を
与
え
て
い
た
。
寒
山
寺
は
梁
天
監
の
時
に

創
立
し
、
元
の
正
式
名
は
妙
利
普
名
塔
院
と
い
い
、
嘗
て
寒
山
が
こ
の
お

寺
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
る
こ
と
で
通
称
寒
山
寺
に
変
わ
っ
た
。

贊
寧
は
呉
越
呉
興
徳
清
人
で
あ
る
。
九
三
四
年
に
天
台
山
に
入
っ
て
具

足
戒
を
う
け
た
。
四
分
律
、
儒
教
、
道
教
の
二
教
に
も
通
じ
て
い
た
。
彼

（
�
）

の
『
宋
高
僧
傳
』
太
平
興
国
七
年
（
九
八
二
年
）
巻
一
九
は
、
唐
、
五

代
、
北
宋
初
期
の
高
僧
の
伝
記
を
集
め
た
書
物
で
あ
る
。
こ
の
中
の
寒
山

と
拾
得
は
、
世
の
中
で
貧
し
く
風
狂
も
の
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
二
人
は
友

人
で
あ
る
。
仏
教
に
も
精
通
し
て
い
る
。
閭
丘
は
衣
服
と
薬
物
を
送
る
た

め
お
寺
へ
行
っ
た
。
寒
山
と
拾
得
が
閭
丘
を
見
て
呵
呵
大
笑
し
て
逃
げ
出

し
た
。
以
後
、
寒
山
と
拾
得
は
隠
棲
生
活
を
は
じ
め
た
。
そ
の
後
、
道
翅

が
寒
山
の
遺
物
を
探
し
だ
し
て
、
三
百
首
を
集
め
、
多
く
の
読
者
を
得

た
。
の
ち
、
曹
山
寂
禅
師
に
よ
っ
て
注
釈
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
注
釈
本
の

中
の
「
寒
山
拾
得
」
は
奇
怪
な
行
動
を
と
っ
て
い
る
が
、
二
人
は
仏
教
を

よ
く
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
寒
山
が
書
い
た
詩
が
当
時
の
世
の
中
に
大

変
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
�
）

蘇
州
承
天
の
道
原
の
作
『
景
徳
伝
燈
禄
』（
一
〇
〇
四
年
）
巻
二
七
で

は
、
北
宋
の
景
徳
一
年
に
真
宗
に
上
進
し
、
勅
許
に
よ
っ
て
入
蔵
さ
れ

た
。

天
台
豊
干
禅
師
者
不
知
何
許
人
也
居
天
台
山
国
清
寺
剪
髪
斎
眉
衣
布

裘
人
或
問
佛
理
止
答
随
時
二
字
甞
誦
唱
道
歌
乗
虎
入
松
門
衆
僧
驚
畏

本
寺
厨
中
有
二
苦
行
曰
寒
山
子
拾
得
二
人
執
事
終
日
晤
語
潛
聴
者
都

不
體
解
時
誦
風
狂
子
獨
與
師
相
親

こ
こ
で
は
、「
豊
干
禅
師
は
、
出
身
が
ど
こ
か
は
誰
も
知
ら
な
い
、
天

日
本
近
代
文
学
に
表
象
さ
れ
た
「
寒
山
拾
得
」（
陸

艶
）
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台
山
国
清
寺
に
住
ん
で
い
る
。
眉
の
位
置
で
切
り
揃
え
た
前
髪
、
毛
皮
の

服
を
着
て
い
た
。
仏
法
の
問
に
対
し
て
の
答
え
は
い
つ
も
「
随
時
」
と
い

う
二
文
字
で
あ
る
。
道
歌
を
唱
え
な
が
ら
虎
に
乗
っ
て
松
門
に
入
っ
た
。

衆
僧
は
こ
れ
を
見
て
畏
敬
し
て
い
た
。
ま
た
、
本
寺
の
厨
房
に
は
寒
山
と

拾
得
二
人
苦
行
の
者
が
い
る
。
毎
日
、
道
理
を
禅
悟
の
た
め
に
討
議
し
て

い
た
が
、
周
り
の
人
々
は
そ
れ
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
二
人
は
風

狂
な
者
と
見
ら
れ
た
が
、
豊
干
と
親
し
く
な
っ
た
」
と
い
う
記
述
が
見
ら

れ
る
。「
寒
山
拾
得
」
は
常
に
豊
干
と
討
議
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
定

な
道
教
や
仏
教
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。

寒
山
子
者
、
不
知
其
名
氏
。
大
曆
中
、
隱
居
天
台
翠
屏
山
。
其
山
深

邃
、
當
暑
有
雪
、
亦
名
寒
岩
、
因
自
號
寒
山
子
。
好
為
詩
、
每
得
一

篇
一
句
。
輙
題
於
樹
間
石
上
。
有
好
事
者
、
隨
而
錄
之
。
凡
三
百
餘

首
。
多
述
山
林
幽
隱
之
興
、
或
譏
諷
時
態
、
能
警
勵
流
俗
。
桐
栢
徵

君
徐
靈
府
。
序
而
集
之
、
分
為
三
卷
、
行
於
人
間
。
十
餘
年
忽
不
復

見
。
咸
通
十
二
年
、
毘
陵
道
士
李
褐
、
性
褊
急
、
好
凌
侮
人
。
忽
有

貧
士
詣
褐
乞
食
、
褐
不
之
與
、
加
以
叱
責
。
貧
者
唯
唯
而
去
。
數

日
、
有
白
馬
從
白
衣
者
六
七
人
詣
褐
、
褐
禮
接
之
。
因
問
褐
曰
：

「
頗
相
記
乎
。
褐
視
其
狀
貌
、
乃
前
之
貧
士
也
。
逡
巡
欲
謝
之
、
慚

未
發
言
。
忽
語
褐
曰
：「
子
修
道
未
知
其
門
、
而
好
凌
人
侮
俗
、
何

道
可
冀
。
子
頗
知
有
寒
山
子
邪
。
答
曰
：「
知
。」
曰
：「
即
吾
是
矣
。

吾
始
謂
汝
可
教
、
今
不
可
也
。
修
生
之
道
、
除
嗜
去
欲
、
嗇
神
抱

和
、
所
以
無
累
也
；
內
抑
其
心
、
外
檢
其
身
、
所
以
無
過
也
；
先
人

後
己
、
知
柔
守
謙
、
所
以
安
身
也
；
善
推
於
人
、
不
善
歸
諸
身
、
所

以
積
德
也
。
功
不
在
大
。
立
之
無
怠
、
過
不
在
大
、
去
而
不
貳
、
所

以
積
功
也
。
然
後
內
行
充
而
外
丹
至
。
可
以
冀
道
於
髣
髴
耳
。
子
之

三
毒
未
剪
、
以
冠
簪
為
飾
、
可
謂
虎
豹
之
�
、
而
犬
豕
之
質
也
。」

出
門
乘
馬
而
去
、
竟
不
復
見
。
出
《
仙
傳
拾
遺
》

こ
の
文
章
で
は
、
唐
末
の
天
台
道
士
杜
光
庭
が
『
仙
傳
拾
遺
』
を
典
拠

し
た
も
の
で
あ
る
。「
唐
の
大
暦
年
間
に
翠
屏
山
で
隠
居
し
て
い
る
寒
山

は
元
の
名
は
誰
も
し
ら
な
い
、
寒
岩
で
隠
居
し
て
い
る
こ
と
で
寒
山
と
い

う
名
に
な
っ
た
。
木
の
上
や
石
の
上
で
三
百
余
り
の
詩
を
刻
ん
だ
。
殆
ど

世
の
中
へ
の
教
訓
の
詩
で
あ
る
。
咸
通
十
二
年
に
毘
陵
道
士
は
李
褐
は
性

格
せ
っ
か
ち
で
あ
る
。
人
を
い
じ
め
る
こ
と
が
多
く
し
て
い
た
。
あ
る

日
、
乞
食
の
人
が
家
の
前
で
乞
食
を
し
た
ら
、
彼
は
そ
れ
を
追
い
出
し

た
。
そ
の
後
ま
た
一
人
、
六
、
七
人
の
白
馬
を
乗
っ
た
従
者
が
い
る
方
が

来
た
、
李
褐
は
、
礼
儀
正
し
く
応
接
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
方
は
は
じ

め
と
い
う
乞
食
の
人
が
分
か
っ
た
。」
と
い
う
話
で
あ
る
。
以
貌
取
人
の

李
褐
は
す
っ
か
り
教
訓
を
受
け
た
。

一
方
、
中
国
民
間
で
は
「
寒
山
拾
得
」
は
も
う
一
つ
の
呼
び
名
が
あ

（
�
）

る
。「
和
合
二
仙
」
と
呼
ば
れ
て
て
い
る
。
そ
の
由
来
は
厳
雅
美
は
、
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「
天
台
二
聖
」
寒
山
、
拾
得
演
變
為
「
和
合
二
仙
」、
造
型
為
一
持
荷

花
一
捧
圓
盒
（「
荷
盒
」
諧
音
「
和
合
」）、
專
司
婚
姻
美
滿
、
家
庭

和
睦
的
兩
名
童
子
、
在
明
、
清
時
期
江
浙
地
區
、「
和
合
二
仙
」
的

藝
術
形
象
遍
及
繪
畫
、
刺
繡
、
雕
刻
、
陶
瓷
、
剪
紙
等
藝
術
門
類
、

江
南
百
姓
在
婚
事
喜
慶
偏
愛
「
和
合
二
仙
」
所
表
現
出
的
討
喜
造

型
、
民
間
藝
術
家
背
後
的
創
作
泉
源
、
是
跟
中
國
固
有
的
、
以

「
和
」
為
貴
的
思
想
有
關
、
任
平
先
生
認
為
「
和
」
的
思
想
創
自
先

秦
儒
家
、「
合
」
的
思
想
主
要
來
自
道
家
、
寒
山
文
化
亦
即
「
和
合

（
�
）

文
化
」

民
間
文
化
に
よ
っ
て
、「
天
台
二
聖
」
寒
山
と
拾
得
は
「
和
合
二
仙
」

に
変
遷
し
た
。
い
つ
も
の
ぼ
ろ
ぼ
ろ
服
を
着
て
、
げ
ら
げ
ら
笑
っ
て
い
た

二
人
の
僧
侶
造
形
か
ら
蓮
を
託
し
て
、
手
に
丸
箱
を
持
っ
て
い
た
二
人
の

童
子
の
姿
に
変
え
た
。
寒
山
は
文
殊
菩
薩
、
拾
得
は
普
賢
菩
薩
と
い
う
説

も
、
結
婚
場
の
め
で
た
い
象
徴
と
な
っ
て
い
た
。
中
国
の
民
間
で
婚
姻
円

満
、
家
庭
健
康
の
象
徴
に
な
る
。
さ
ら
に
、
清
朝
に
芸
術
作
品
の
中
で
も

モ
デ
ル
と
し
て
登
場
し
て
い
た
。
絵
、
刺
繍
、
彫
刻
、
陶
芸
、
切
り
紙
な

ど
に
登
場
す
る
こ
と
は
度
々
で
あ
る
。「
和
合
二
仙
」
研
究
す
る
任
平
先

生
は
「
和
」
の
思
想
は
前
秦
の
儒
家
で
創
立
し
た
、「
合
」
の
思
想
は
主

に
道
家
で
あ
る
。「
寒
山
文
化
」
は
「
和
合
文
化
」
と
指
摘
し
て
い
た
。

い
わ
ゆ
る
、「
寒
山
拾
得
」
は
儒
教
と
道
教
の
結
晶
文
化
で
あ
る
。

（
�
）

厳
雅
美
で
は
絵
画
の
面
か
ら
「
寒
山
拾
得
」
を
見
る

常
見
的
題
材
、
尤
其
是
「
寒
山
拾
得
」
也
為
浙
派
人
士
所
常
畫
。
但

是
浙
派
人
士
所
畫
的
「
寒
山
拾
得
」
在
造
型
特
徵
上
雖
然
蹈
襲
了
禪

宗
模
式
、
卻
融
入
了
許
多
道
教
意
味
於
其
中
、
使
原
屬
禪
宗
的
「
寒

山
拾
得
」
看
似
與
道
教
仙
人
很
難
分
。
如
一
副
蔣
貴
所
畫
的
「
寒
山

拾
得
」、
拾
得
的
造
型
尚
還
有
保
留
了
原
樣
、
然
而
寒
山
卻
是
頭
戴

方
巾
、
身
著
交
領
衣
袍
、
還
蓄
有
�
鬚
的
文
士
造
型
、
除
卻
其
臉
上

滑
稽
的
神
情
已
非
禪
宗
人
物
而
似
道
教
仙
人
之
流

明
末
の
画
家
蔣
貴
が
描
い
た
「
寒
山
拾
得
」
の
絵
で
は
、
拾
得
の
禅
宗

の
造
形
は
ま
た
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
が
、
寒
山
は
頭
巾
を
巻
き
、
身
に

は
衣
服
を
着
て
、
ま
た
髭
を
伸
ば
し
て
い
る
形
で
文
士
の
格
好
に
変
更
し

寒山拾得像（明・蔣貴絵）

日
本
近
代
文
学
に
表
象
さ
れ
た
「
寒
山
拾
得
」（
陸

艶
）
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て
い
た
。
顔
の
表
情
は
ま
た
滑
稽
の
ま
ま
だ
け
ど
、
禅
宗
人
物
の
よ
う
に

は
な
っ
て
い
な
く
道
教
の
仙
人
の
格
好
に
よ
う
似
て
い
る
で
あ
る
。

�
入
明
清
后
、
禅
宗
�
活
的
生
命
力
已
逐
�
走
向
衰
竭
、
其
�
寒
山

�
画
的
影
响
也
不
再
明
�
。
�
�
、
随
着
社
会
思
潮
的
	
化
以
及
寒

山


�
的
流
	
、
寒
山
�
画
又
出
�
了

个
新
的
特
征
、
可
称
之
�

道
教
化
与
民
俗
化
、
所
�
道
教
化
是
指
在
前
代
�
画
中
以
禅
宗
逸
僧

面
貌
出
�
的
寒
山
造
型
�
始
与
道
教
仙
人
的
造
型
混
同
、
甚
至
直
接

以
仙
入
画
。
所
�
民
俗
化
是
指
随
着
「
和
合
二
仙
」


�
及
信
仰
的

形
成
、
寒
山
拾
得
被
�
予
了
象
征
和
�
好
合
的
「
和
合
二
仙
」
的
新

身
份
、
于
是
相
�
的
寒
山
拾
得
絵
画
也
走
向
民
俗
化
、
大
多
充
�
吉

�
祥
和
的
气
氛
。

明
清
に
至
る
と
、
禅
宗
の
生
命
力
が
次
第
に
衰
弱
し
、
寒
山
の
絵
も
明

の
時
と
は
異
な
っ
て
き
た
。
こ
の
時
の
社
会
的
思
想
変
化
に
よ
っ
て
、
寒

山
の
絵
が
二
つ
新
た
の
特
徴
が
現
れ
て
い
た
、
道
教
化
と
民
俗
化
に
演
変

し
た
。
い
わ
ゆ
る
、
前
代
の
禅
宗
逸
僧
風
貌
と
道
教
仙
人
の
造
形
の
混
同

で
、
甚
だ
し
く
仙
人
の
よ
う
に
描
か
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
民
間
の
「
和
合
二

仙
」
の
新
身
分
を
作
ら
し
て
い
た
。

総
じ
て
い
う
と
、
唐
末
か
ら
現
在
に
至
っ
て
、
中
国
は
仏
教
で
は
寒
山

が
文
殊
の
化
身
と
い
わ
れ
、
道
教
は
寒
山
が
神
仙
の
転
生
と
見
な
し
て
い

る
。
一
方
、「
和
合
二
仙
」
は
民
間
の
道
教
文
化
の
派
生
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
が
中
国
文
学
の
中
の
「
寒
山
拾
得
」
像
で
あ
る
が
、
こ
こ
ま
で
の

調
査
で
、
寒
山
と
拾
得
が
世
俗
を
厭
っ
て
、
世
俗
か
ら
離
れ
て
自
由
自
在

の
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
道
教
の
仙
人
と
し

て
一
種
の
修
業
方
式
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
、
禅
境
と
の
対
立

に
つ
い
て
諸
法
無
我
、
真
理
に
従
い
、
外
界
の
も
の
を
す
べ
て
空
と
見
な

す
。
こ
れ
は
独
立
存
在
、
一
切
否
定
す
る
、
禅
の
精
神
そ
の
も
の
で
あ

る
。
快
楽
主
義
者
の
よ
う
な
生
活
様
式
に
お
け
る
美
意
識
を
廃
し
、
脱

俗
、
超
俗
の
ス
タ
イ
ル
を
重
視
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
存
在
感
を
現
す

た
め
に
、
と
ぼ
け
た
風
体
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
で
描
か
れ
て
い

る
。
ま
た
、
禅
宗
か
ら
道
教
に
演
変
す
る
民
間
化
に
よ
っ
て
、
中
国
の

「
寒
山
拾
得
」
は
社
会
の
変
貌
に
沿
っ
て
変
貌
し
た
。

和合二仙像
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二
、
日
本
の
古
典
文
学
の
中
の
「
寒
山
拾
得
」

次
に
日
本
文
学
の
古
典
の
「
寒
山
拾
得
」
を
検
討
す
る
。「
寒
山
拾
得
」

は
日
本
の
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
も
投
影
さ
れ
て
お
り
、
俳
画
に
も

表
現
さ
れ
、
ま
た
陶
器
に
も
描
か
れ
て
い
る
。

熙
寧
五
延
久
四
（
一
〇
七
二
）
年
、
成
尋
は
人
か
ら
『
寒
山
詩
』
を
も

ら
っ
た
。『
参
天
台
五
台
山
記
・
巻
一
』
は
最
も
早
く
、
正
中
二
年
（
一

三
二
五
）
年
に
覆
刻
し
た
最
初
の
刊
行
で
あ
る
。
注
釈
に
は
江
戸
時
代
の

禅
僧
に
よ
る
『
首
書
寒
山
詩
』『
寒
山
詩
管
解
』、『
寒
山
詩
索
賾
』、『
寒

山
詩
闡
提
記
聞
』
が
あ
り
、
白
隠
禅
師
が
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
寒
山
の

詩
は
、
中
国
で
は
唐
末
か
ら
禅
僧
に
好
ま
れ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
日

本
に
お
い
て
は
、
良
寛
の
詩
や
謡
曲
に
影
響
を
及
ば
し
て
い
る
こ
と
が
窺

え
る
。

無
住
の
『
沙
石
集
』（
一
二
八
三
年
）
に
は
、
日
本
・
中
国
・
イ
ン
ド

の
諸
国
に
題
材
を
求
め
、
霊
験
談
・
高
僧
伝
か
ら
、
各
地
を
遊
歴
し
た
無

住
自
身
の
見
聞
を
元
に
諸
国
の
事
物
が
描
か
れ
て
い
る
が
、「
寒
山
拾
得
」

の
姿
も
描
か
れ
て
い
る
。

巻
七
で
は
、「
寒
山
拾
得
」
が
世
の
中
の
人
々
の
行
為
を
見
て
、
泣
き

出
す
場
面
が
あ
る
。
全
集
の
解
題
で
は
、
人
間
は
平
等
の
慈
悲
を
起
こ

し
、
父
母
へ
の
孝
養
の
懇
志
を
励
ま
し
て
、
衆
生
を
救
い
助
け
る
必
要
が

あ
る
。
欲
を
お
さ
め
る
こ
と
が
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
万
劫
煩
悩

の
も
と
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
父
母
の
孝
の
た

め
に
泣
く
と
い
う
描
き
方
が
さ
れ
て
お
り
、
珍
し
い
描
写
で
あ
る
。

ま
た
、
禅
文
学
研
究
の
成
果
を
凝
縮
し
た
『
蕉
堅
藁
』（
一
四
〇
三
年
）

で
は
寒
山
拾
得
は
高
風
な
人
で
、
百
年
く
ら
い
生
き
て
い
る
と
書
か
れ
て

い
る
。『
�
嚢
鈔
』（
一
五
世
紀
）
で
は
、
寒
山
と
拾
得
は
文
殊
と
普
賢
だ

と
明
確
に
書
か
れ
て
い
る
。
あ
る
寺
の
菩
薩
の
説
戒
を
見
て
い
る
場
面
か

ら
最
後
の
悲
し
み
、
泣
く
場
面
ま
で
の
記
述
は
、
無
住
の
『
沙
石
集
』
と

同
様
の
説
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

『
雑
談
集
』（
一
四
世
紀
）
で
は
、
禅
宗
の
教
え
が
書
か
れ
て
い
る
。
伝

灯
録
の
初
め
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
豊
干
、
寒
山
、
拾
得
、
傅
大
士
、
宝

諸
和
尚
等
も
見
受
け
ら
れ
る
。『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
』
の
弘
安
十

年
古
今
集
歌
注
に
お
い
て
、
四
仙
と
は
、
豊
干
天
・
寒
山
巌
・
拾
得
海
・

費
長
房
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
�
）

『
仮
名
草
子
集
』（
作
品
に
よ
り
前
後
は
あ
る
も
の
の
一
七
世
紀
ご
ろ
）

の
作
品
で
は
、
貴
族
・
僧
侶
・
上
流
武
家
に
専
有
さ
れ
て
い
た
文
字
伝
達

に
よ
る
文
化
が
、
太
平
時
代
を
迎
え
て
識
字
層
と
な
っ
た
武
家
全
般
に
広

ま
っ
た
。
寒
山
拾
得
に
関
す
る
内
容
は
「
一
休
ば
な
し
」
巻
一
五
、
一
休

和
尚
風
骨
の
事
の
一
節
で
あ
る
。
一
休
和
尚
は
貴
賎
士
庶
別
無
く
生
涯
定

住
し
な
か
っ
た
。「
一
休
和
尚
の
御
志
を
思
ひ
み
る
に
、
寒
山
子
の
風
狂

に
か
は
る
事
な
し
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
一
休
和
尚
の
気
性
を
推
量
す

る
と
、
寒
山
の
風
狂
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
寒

日
本
近
代
文
学
に
表
象
さ
れ
た
「
寒
山
拾
得
」（
陸

艶
）

二
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山
は
文
殊
菩
薩
の
こ
と
で
、
一
休
は
普
賢
菩
薩
の
化
身
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
い
つ
も
ペ
ア
で
書
か
れ
た
拾
得
の
こ
と
が
見
え
ず
、
拾
得
に

変
わ
っ
て
一
休
和
尚
を
登
場
さ
せ
た
。

元
禄
二
年
に
寒
山
の
自
画
自
賛
の
俳
諧
を
書
い
た
松
尾
芭
蕉
の
書
物
で

は
、
寒
山
拾
得
は
、
禅
僧
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。「
庭
は
き
て
雪
を
忘

る
る
箒
哉
」
と
い
う
句
で
、
寒
山
が
雪
を
掃
く
姿
、
そ
の
余
念
を
棄
て
、

ひ
た
す
ら
箒
に
集
中
し
て
い
る
禅
僧
寒
山
を
読
ん
だ
句
で
あ
る
。「
寒
山

拾
得
」
は
日
本
の
上
流
社
会
・
僧
侶
の
中
で
の
一
種
教
養
と
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

三
、
日
本
近
代
文
学
の
中
の
「
寒
山
拾
得
」
像

海
を
越
え
た
日
本
で
は
多
く
の
著
名
な
作
家
が
「
寒
山
拾
得
」
を
取
り

上
げ
、
文
学
・
芸
術
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
近
代
日
本
は

明
治
以
降
、
文
明
開
化
の
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
西
欧
の
哲
学
・
風

俗
・
文
学
・
な
ど
多
種
多
様
な
文
化
を
取
り
入
れ
た
。
日
本
人
の
知
的
関

心
・
美
的
価
値
の
基
準
は
、
中
国
志
向
か
ら
西
欧
志
向
へ
急
展
開
し
た
。

そ
の
中
で
、
再
び
東
洋
（
中
国
）
思
想
の
回
帰
が
起
こ
る
。
中
で
も
特
に

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
日
本
の
文
学
界
に
は
超
俗
的
に
風
狂
で

人
生
を
貫
徹
し
た
多
く
の
「
寒
山
拾
得
」
が
登
場
す
る
。
古
来
よ
り
の
日

本
の
仏
教
文
化
の
中
で
形
を
持
た
な
い
禅
思
想
が
「
寒
山
拾
得
」
と
い
う

形
象
化
し
た
形
を
と
っ
て
登
場
す
る
。「
寒
山
拾
得
」
と
い
う
、
こ
の
形

象
化
し
た
禅
の
形
は
、
取
り
扱
い
や
す
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
文
学
の
他

に
も
禅
画
や
歌
謡
な
ど
広
く
日
本
文
化
の
中
に
登
場
し
た
。

１
、
森
鷗
外

明
治
時
代
に
な
り
、
文
明
開
化
の
風
俗
を
取
り
入
れ
た
文
学
が
生
ま
れ

て
き
た
。
勧
善
懲
悪
思
想
か
ら
解
放
す
る
試
み
が
行
わ
れ
、
明
治
時
代
に

な
り
、
日
本
人
の
知
的
関
心
、
美
的
価
値
の
基
準
は
、
中
国
志
向
か
ら
西

欧
志
向
へ
急
展
開
し
た
。
そ
の
中
で
森
鷗
外
は
、
漢
文
脈
と
雅
文
脈
を
混

合
し
た
独
特
の
文
体
を
展
開
し
た
。
作
品
と
し
て
は
大
正
五
年
（
一
九
一

六
）「
新
小
説
」
に
鷗
外
の
歴
史
小
説
で
は
最
後
に
あ
た
る
「
寒
山
拾
得
」

が
あ
る
。
明
治
か
ら
大
正
初
め
か
ら
中
頃
ま
で
、「
廃
仏
毀
釈
運
動
」
が

起
こ
っ
た
。

従
来
、
明
治
、
大
正
教
養
を
持
つ
森
鷗
外
の
「
寒
山
拾
得
」
は
歴
史
小

説
と
評
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
代
の
仏
教
的
教
養
と
の
関
係
か
ら
、
こ
の

作
品
と
考
察
す
る
と
、
新
た
な
見
解
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
。ま

ず
、
こ
の
作
品
の
典
拠
が
、
中
国
の
作
品
『
宋
高
僧
伝
│
巻
一
九
感

通
篇
』
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
多
く
の
研
究
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
鷗

外
の
「
寒
山
拾
得
」
は
、『
寒
山
詩
集
序
』
の
文
脈
中
、
詰
め
ど
こ
ろ
を

大
胆
に
省
略
・
組
み
替
え
る
こ
と
に
よ
り
、
一
層
深
遠
な
仏
理
を
醸
す
一
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文
と
な
っ
て
お
り
、「
禅
小
説
」
を
開
眼
し
た
野
心
作
と
も
い
え
る
。

鷗
外
は
「
縁
起
」
の
中
に
、
こ
の
短
編
を
書
く
時
に
は
、「
寒
山
拾
得
」

の
参
考
書
を
一
冊
も
読
ま
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
鷗
外
が

書
い
た
「
寒
山
拾
得
」
と
『
寒
山
詩
集
序
』
の
記
述
は
ま
っ
た
く
一
致
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
寒
山
と
拾
得
は
、
鷗
外
に
と
っ
て
は
葦
編
三
絶
の
よ

う
に
読
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
鷗
外
は
「
寒
山
拾
得
」
を

解
り
や
す
く
簡
単
に
書
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

後
か
ら
付
け
ら
れ
た
「
寒
山
拾
得
縁
起
」
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に

は
、
な
ぜ
「
寒
山
拾
得
」
を
書
い
た
の
か
に
つ
い
て
動
機
が
書
か
れ
て
い

る
。
大
正
時
代
に
は
寒
山
と
い
う
こ
と
が
、
日
本
中
に
普
及
し
て
い
た
。

ど
こ
も
か
し
こ
も
「
寒
山
詩
集
」
や
寒
山
に
関
す
る
広
告
が
見
ら
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
自
分
の
娘
が
「
寒
山
拾
得
」
に
強
い
興
味
を

持
ち
始
め
た
。

「
寒
山
拾
得
」
は
、
鷗
外
自
身
が
「
寒
山
拾
得
縁
起
」
で
、

漢
字
ば
か
り
で
書
い
た
漢
詩
は
、
当
時
の
修
養
の
た
め
読
む
べ
き
本

で
あ
っ
た
。
子
供
の
た
め
に
、
詩
は
む
ず
か
し
く
て
わ
か
ら
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
寒
山
や
、
そ
れ
と
一
緒
に
い
る
拾
得
は
、
ど

ん
な
人
で
あ
る
か
を
分
か
り
や
す
く
書
い
た
作
品
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。

鷗
外
に
と
っ
て
、
寒
山
と
拾
得
と
は
何
者
な
の
か
。
寒
山
は
文
殊
、
拾

得
は
普
賢
と
い
う
が
、
二
人
は
隠
者
な
の
で
あ
ろ
う
。
隠
者
と
は
老
荘
思

想
を
身
を
も
っ
て
体
現
し
て
い
る
人
で
あ
る
。
仙
人
と
も
よ
ば
れ
て
い
る

人
た
ち
で
も
あ
る
。

こ
の
短
編
に
は
、
中
国
に
お
け
る
主
要
な
思
想
で
あ
る
、
儒
教
・
仏
教

・
道
教
を
象
徴
す
る
三
種
類
の
人
間
た
ち
が
登
場
す
る
。
閭
が
儒
教
、
豊

干
が
仏
教
、
寒
山
と
拾
得
が
道
教
に
当
て
は
ま
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
図
式
で
み
る
と
、
寒
山
と
拾
得
が
閭
を
見
て
、
笑
い
こ
ろ

げ
て
逃
げ
出
し
た
理
由
が
解
読
で
き
る
。
そ
れ
は
、
閭
の
住
む
世
界
は
俗

の
世
界
で
あ
り
、
寒
山
と
拾
得
の
住
む
世
界
と
は
相
容
れ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
俗
は
仙
人
に
決
定
的
に
無
視
さ
れ
た
格
好
で
あ
る
。
官
吏

で
あ
る
閭
が
二
人
の
仙
人
に
よ
っ
て
笑
い
飛
ば
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
文
の
中
に
は
、「
因
縁
」
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。

主
人
公
の
閭
は
、
科
挙
に
応
ず
る
た
め
に
、
経
書
を
読
ん
で
、
五
言
の
詩

を
作
る
こ
と
を
習
っ
た
ば
か
り
で
、
仏
典
を
読
ん
だ
こ
と
も
な
く
、
老
子

を
研
究
し
た
こ
と
も
な
い
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
僧
侶
や
道
士

と
い
う
も
の
に
対
し
て
は
、
疑
問
な
く
尊
敬
の
念
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
自
分
の
会
得
せ
ぬ
も
の
に
対
す
る
盲
目
の
尊
敬
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

四
大
（
地
、
水
、
火
、
風
）
の
身
を
悩
ま
す
病
は
幻
で
あ
る
。
仏
教
に

お
い
て
、
事
物
は
す
べ
て
四
大
が
仮
に
合
し
た
も
の
で
、
実
体
の
な
い
も

の
と
す
る
説
も
あ
る
。

日
本
近
代
文
学
に
表
象
さ
れ
た
「
寒
山
拾
得
」（
陸

艶
）

二
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呪
で
治
せ
る
こ
と
、
群
生
を
福
利
し
憍
慢
を
折
伏
す
る
こ
と
、
乞
食
が

い
た
点
な
ど
は
こ
の
世
界
を
指
す
の
で
あ
る
。
ま
た
、
鷗
外
は
「
寒
山
拾

得
」
と
同
じ
大
正
五
年
に
「
高
瀬
舟
」
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
に

お
い
て
も
、
と
も
に
人
間
の
悟
り
を
文
学
的
に
形
象
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
鷗
外
の
仏
教
道
教
的
な
悟
境
で
あ
る
と
も
い
え
る
だ
ろ

う
。森

鷗
外
の
「
寒
山
拾
得
」
で
は
、
主
人
公
閭
丘
胤
で
は
仏
教
も
知
ら

ず
、
老
子
も
分
ら
な
い
、
し
か
し
、
乞
食
の
よ
う
な
豊
干
が
自
分
の
頭
痛

を
治
し
て
く
れ
た
の
で
、
豊
干
の
お
話
を
聞
い
て
、
お
寺
へ
感
謝
し
に
行

く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
豊
干
に
で
は
な
く
、「
寒
山
拾

得
」
と
い
う
知
ら
な
い
二
人
に
対
し
て
感
謝
し
に
い
く
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
鷗
外
は
、
三
通
り
の
態
度
を
説
い
た
。
つ
ま
り
、
道
や
宗
教

へ
の
態
度
と
し
て
は
、
一
は
、
道
に
無
頓
着
な
態
度
で
あ
る
。
二
は
、
着

意
し
て
道
を
求
め
る
態
度
で
あ
る
。
三
は
、
無
頓
着
な
も
の
と
求
道
の
態

度
と
の
中
間
で
あ
る
。
鷗
外
は
こ
れ
ら
を
「
盲
目
の
尊
重
」
と
呼
ん
だ
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
後
述
「
盲
目
の
尊
重
」
は
、
芥
川
龍
之
介
の
「
寒
山
拾

得
」
の
中
に
も
同
じ
表
現
が
見
え
る
。
自
分
は
す
で
に
忘
れ
さ
ら
れ
た

「
寒
山
拾
得
」
だ
が
、
隣
の
男
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
寒

山
拾
得
が
ま
た
東
京
の
現
代
の
町
に
歩
い
て
い
た
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い

る
。道

教
は
漢
民
族
の
土
着
的
・
伝
統
的
な
宗
教
で
あ
る
。
こ
れ
は
充
分
大

き
な
文
化
の
綜
合
体
で
も
あ
る
。
中
国
の
歴
史
、
文
化
、
医
学
等
の
発
展

に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
仏
教
は
中
国
人
に
と
っ
て
外
来
教

と
も
い
う
、
中
華
民
族
文
化
習
俗
に
基
準
上
で
は
、
中
国
文
化
に
大
き
な

影
響
が
あ
る
宗
教
で
あ
る
。
両
教
は
お
互
い
に
似
た
よ
う
な
も
の
も
あ
る

が
、
差
異
も
あ
る
。
基
本
的
な
区
別
は
、
道
教
の
主
張
は
真
実
を
以
て
、

不
老
長
寿
を
追
求
、
ま
た
肉
体
仙
人
を
め
ざ
す
。
道
教
は
必
ず
形
と
精
神

を
一
緒
に
修
養
す
る
。
い
わ
ゆ
る
内
修
と
外
養
的
な
修
業
が
必
要
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
佛
教
は
現
実
は
苦
海
の
よ
う
に
、
人
々
は
無
能
力
こ

の
世
界
を
脱
出
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
忍
ぶ
し
か
な
い
。
自
分
の
欲
望

を
修
め
、
す
べ
て
を
来
生
に
託
す
る
。

道
教
は
現
実
生
活
を
追
求
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
道
教
と
は
「
道
の
教

え
」
で
あ
る
。
広
義
に
は
、「
従
う
べ
き
聖
人
の
超
え
」
と
い
う
意
味
で
、

「
老
子
」「
荘
子
」
の
教
え
で
あ
る
。
狭
義
に
は
、「
首
過
」「
符
水
」
符
を

入
れ
た
水
を
飲
む
な
ど
で
病
を
癒
す
よ
う
な
も
の
天
や
鬼
神
へ
の
懺
悔
」

で
あ
る
。
儒
教
が
古
代
中
国
の
知
識
階
級
を
対
象
に
し
た
道
徳
・
規
範
の

教
え
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
道
教
は
庶
民
の
生
活
に
根
付
き
日
々
の
幸
せ
を

大
切
に
す
る
を
教
え
た
。
魯
迅
は
「
道
教
が
分
か
れ
ば
中
国
が
分
か
る
」

と
書
い
た
が
、
空
飛
ぶ
仙
人
や
不
老
不
死
を
願
う
道
教
の
懐
の
大
き
さ
に

は
感
じ
入
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
道
教
は
、
弥
生
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
掛

け
て
、
日
本
列
島
に
や
っ
て
き
た
。
大
陸
発
の
移
民
た
ち
が
断
続
的
に
、

或
い
は
断
片
的
に
持
ち
込
ん
だ
教
え
で
、
こ
れ
ら
が
次
第
に
既
存
の
仏
教
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や
神
道
と
も
混
じ
り
合
い
日
本
の
新
し
い
習
俗
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
過

去
に
、
道
教
が
系
統
的
に
日
本
に
上
陸
し
た
形
跡
は
無
い
。
森
鷗
外
の

「
寒
山
拾
得
」
の
本
文
の
中
に
閭
は
頭
痛
が
し
た
時
に
、「
四
大
の
身
を
悩

ま
す
病
は
幻
で
ご
ざ
い
ま
す
。
只
清
浄
な
水
が
此
受
糧
器
に
一
ぱ
い
あ
れ

ば
宜
し
い
。
呪
で
直
し
て
進
ぜ
ま
す
。」
と
あ
る
が
、
森
鷗
外
の
作
品
の

中
に
四
大
は
道
教
の
道
、
天
、
地
、
王
を
い
う
語
で
あ
る
。
呪
で
直
さ
れ

る
こ
と
は
、
道
教
の
「
符
水
」
符
を
入
れ
た
水
を
飲
む
な
ど
で
病
を
癒
す

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

２
、
夏
目
漱
石

さ
さ

夏
目
漱
石
は
、
明
治
二
九
年
に
俳
句
「
寒
山
か
拾
得
か
蜂
に
螫
れ
し

は
」
を
詠
ん
だ
。
寒
山
か
拾
得
か
蜂
に
さ
さ
れ
た
の
は
ど
ち
ら
か
は
分
か

ら
な
い
。
倒
置
法
で
あ
り
、
な
に
か
可
笑
し
み
を
読
者
に
感
じ
さ
せ
と
い

う
内
容
で
あ
り
、
漱
石
ら
し
い
ユ
ー
モ
ア
で
あ
る
。

寒
山
拾
得
の
話
と
い
う
と
、
国
も
時
代
も
異
な
り
、
禅
と
い
う
特
殊
な

世
界
の
こ
と
で
あ
り
、
我
々
に
は
縁
の
遠
い
世
界
の
こ
と
と
し
て
感
じ
ら

れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
寒
山
拾
得
も
我
々
と
同
じ
こ
の
世
の
人
間
で
あ

る
。
蜂
に
刺
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
あ
の
不
思
議
で
あ
り
が
た
い
俳
句
の

中
の
人
物
な
の
で
あ
っ
た
。
蜂
に
刺
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
日
常
あ
り
ふ

れ
た
出
来
事
で
あ
る
。
あ
り
が
た
い
仏
の
神
聖
さ
と
、
日
常
的
な
俗
が
取

り
合
わ
さ
れ
る
こ
と
で
お
か
し
み
が
あ
る
。
寒
山
拾
得
を
我
々
の
日
常
に

近
づ
け
た
と
こ
ろ
に
、
漱
石
の
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

３
、
芥
川
龍
之
介

芥
川
龍
之
介
の
「
寒
山
拾
得
」（
一
九
一
八
）
で
は
、
主
人
公
が
夏
目

漱
石
先
生
の
所
へ
行
き
、
帰
り
の
電
車
の
中
で
、
東
京
の
町
に
往
来
を
妙

な
男
が
二
人
連
れ
が
歩
い
て
い
る
の
を
見
る
。
彼
ら
の
服
装
は
ボ
ロ
ボ
ロ

で
あ
る
。
自
分
は
す
で
に
彼
ら
の
事
を
忘
れ
た
が
、
隣
り
の
道
具
屋
風
の

男
が
「
寒
山
拾
得
が
歩
い
て
い
る
な
」
と
言
う
。
そ
う
言
わ
れ
て
み
る

と
、
二
人
は
巻
物
と
箒
を
持
っ
て
歩
い
て
い
た
。
そ
こ
で
作
者
は
聞
い
て

み
た
「
あ
り
や
本
当
に
昔
の
寒
山
拾
得
で
す
か
」
と
聞
く
。
す
る
と
、
男

は
「
そ
う
で
す
。
こ
の
間
も
商
工
会
議
所
の
と
こ
ろ
で
見
ま
し
た
。
彼
ら

は
死
に
や
し
ま
せ
ん
。
あ
あ
見
え
た
つ
て
、
普
賢
文
殊
で
す
。
友
だ
ち
の

豊
干
の
大
将
も
、
よ
く
虎
に
乗
つ
て
銀
座
通
り
を
歩
い
て
ま
す
ぜ
」
と
答

え
る
。
さ
き
ほ
ど
の
寒
山
拾
得
が
妙
に
懐
か
し
く
な
り
、
電
車
の
窓
か
ら

彼
ら
の
姿
を
探
す
。
す
る
と
、
彼
ら
は
豆
粒
の
よ
う
に
小
さ
く
な
り
な
が

ら
も
、
朗
ら
か
な
晩
秋
の
日
の
光
の
中
に
、
箒
を
か
つ
い
で
歩
い
て
い
た

の
で
あ
る
。
家
に
帰
る
と
、
漱
石
先
生
に
「
今
日
、
飯
田
橋
で
寒
山
拾
得

に
出
会
い
ま
し
た
」
と
手
紙
を
書
こ
う
と
思
う
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
現
代

の
東
京
を
歩
い
て
い
て
も
、
ほ
ぼ
無
理
が
な
い
よ
う
な
心
も
ち
が
し
「
売

り
立
て
流
行
り
の
寒
山
拾
得
が
東
京
の
町
に
歩
い
て
ゐ
る
こ
と
」
と
結
ぶ

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
日
常
生
活
か
ら
捉
え
て
い
る
歴
史
再
考
が
で
き

日
本
近
代
文
学
に
表
象
さ
れ
た
「
寒
山
拾
得
」（
陸

艶
）

二
九



る
。
薄
汚
い
男
を
想
像
さ
せ
、
民
衆
的
な
基
層
文
化
か
ら
捉
え
な
お
す
こ

と
が
で
き
る
。
寒
山
拾
得
の
東
洋
精
神
が
ま
だ
生
き
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
精
神
解
放
を
求
め
て
こ
の
世
か
ら
抜
け
出
し
た
い
気
持
ち
が
読
み
取

れ
る
。
こ
れ
は
日
本
の
近
代
文
学
者
が
売
文
生
活
か
ら
癒
さ
れ
る
唯
一
の

精
神
解
放
の
夢
で
も
あ
る
。

乾
英
治
郎
の
芥
川
「
寒
山
拾
得
」
試
論
に
よ
る
と
、

芥
川
に
と
っ
て
大
正
六
年
秋
と
い
う
こ
と
を
少
し
考
え
て
み
る
。
こ

の
時
期
、
親
友
・
井
川
恭
宛
書
簡
中
に
二
度
に
渡
っ
て
「
隠
遁
」
志

向
を
披
瀝
し
て
い
る
。
一
つ
目
の
書
簡
（
大
正
六
・
八
・
二
九
付
）

で
は
、
学
校
を
辞
め
て
「
花
に
浣
い
だ
り
本
を
読
ん
だ
り
し
て
ば
か

り
」
の
閑
静
に
く
ら
し
た
い
と
吐
露
し
た
上
で
、
僕
は
元
来
東
洋
の

エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ル
だ
か
ら
な
、
こ
の
間
も
支
那
の
隠
居
趣
味
を
吹
聴

し
た
本
を
読
ん
で
大
に
同
情
し
た

と
述
べ
て
い
る
。
寒
山
拾
得
が
こ
の
時
期
に
構
想
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
創

作
の
苦
悩
や
隠
遁
志
向
を
通
じ
て
煩
悩
や
世
を
棄
て
、
そ
の
モ
チ
ー
フ
と

し
て
「
寒
山
拾
得
」
が
使
わ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

芥
川
が
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
三
月
に
発
表
し
た
「
東
洋
の
秋
」
で

は
、

寒
山
拾
得
は
生
き
て
ゐ
る
。
永
劫
の
流
転
を
閲
し
な
が
ら
も
、
今
日

猶
こ
の
公
園
の
篠
懸
の
落
葉
を
掻
い
て
ゐ
る
。
あ
の
二
人
が
生
き
て

ゐ
る
限
り
、
懐
し
い
古
東
洋
の
秋
の
夢
は
、
ま
だ
全
く
東
京
の
町
か

ら
消
え
去
つ
て
ゐ
な
い
の
に
違
ひ
な
い
。
売
文
生
活
に
疲
れ
た
お
れ

を
よ
み
返
ら
せ
て
く
れ
る
秋
の
夢
は
。
お
れ
は
籐
の
杖
を
小
脇
に
し

た
儘
、
気
軽
く
口
笛
を
吹
き
鳴
ら
し
て
、
篠
懸
の
葉
ば
か
り
き
ら
び

や
か
な
日
比
谷
公
園
の
門
を
出
た
。「
寒
山
拾
得
は
生
き
て
ゐ
る
」

と
、
口
の
内
に
独
り
呟
き
な
が
ら
。

と
い
う
売
文
生
活
の
苦
し
み
か
ら
が
隠
遁
し
た
気
持
ち
を
湧
き
出
し
て

い
た
。
こ
れ
に
続
き
、
井
伏
鱒
二
も
売
文
生
活
に
売
れ
な
い
自
分
の
感
慨

を
も
ら
し
て
い
た
。

４
、
井
伏
鱒
二

（
�
）

井
伏
鱒
二
の
「
寒
山
拾
得
」
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
で
は
、
寒
山

拾
得
の
絵
は
、
当
時
、
売
れ
な
い
代
名
詞
で
あ
っ
た
。
当
時
の
文
学
者
の

小
説
の
よ
う
に
売
れ
な
い
と
比
喩
し
て
い
る
。

前
田
貞
昭
は
「
井
伏
鱒
二
の
「
寒
山
拾
得
」
は
、『
陣
痛
時
代
』
大
正

十
五
年
正
月
創
刊
号
に
発
表
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
そ
の
時
期
に
発
表
さ

れ
た
「
寒
山
拾
得
」
が
、
井
伏
の
不
遇
と
失
意
を
語
る
作
品
と
し
て
捉
え

て
き
た
の
は
極
め
て
当
然
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
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例
え
ば
、
湧
田
佑
は
、
鷗
外
の
同
題
作
品
に
言
及
し
、

う
ら
ぶ
れ
た
二
人
の
友
の
邂
逅
と
酒
気
の
果
て
の
愚
行
を
描
い
て
い

る
も
の
で
、
禅
味
横
溢
す
る
鷗
外
の
寒
山
拾
得
を
、
井
伏
は
現
実
の

世
界
に
ひ
き
ず
り
出
し
思
い
切
っ
て
戯
画
化
す
る
の
だ
が
、
押
さ
え

よ
う
と
悲
哀
が
ペ
ー
ソ
ス
と
な
っ
て
そ
の
裏
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い

る
と
評
し
、
そ
の
笑
い
を
、
悲
哀
・
陰
鬱
・
絶
望
と
解
す
る
の
か
、
あ
る

い
は
、
自
身
を
対
象
化
に
よ
る
脱
却
の
方
向
性
を
含
む
と
解
す
る
の
か
の

相
違
は
あ
る
に
せ
よ
笑
い
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ

の
先
行
研
究
で
は
、
暗
い
失
意
の
時
代
を
生
き
る
自
画
像
を
、
作
中
の
旅

絵
師
佐
竹
小
一
に
重
ね
つ
つ
、
戯
画
的
、
自
虐
的
に
描
き
出
し
た
作
品
で

あ
る
こ
と
と
い
え
よ
う
。
世
か
ら
井
伏
の
精
神
的
自
画
像
へ
と
収
斂
す

る
、
井
伏
は
世
に
飽
き
ら
れ
、
そ
れ
と
離
れ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
見
え

る
、
そ
れ
と
、「
寒
山
拾
得
」
と
重
ね
て
、
禅
の
思
想
の
一
脱
俗
す
る
こ

と
に
な
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

５
、
岡
本
か
の
子

仏
教
研
究
家
と
し
て
有
名
な
岡
本
か
の
子
は
、
昭
和
三
年
（
一
九
二

八
）
に
一
〇
月
か
ら
「
散
華
抄
│
劇
曲
寒
山
拾
得
」
を
読
売
新
聞
の
宗
教

欄
に
連
載
し
た
。
中
国
で
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
が
、
日
本
で
は
文
学
的

教
養
と
し
て
見
直
さ
れ
、
し
か
も
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
寒
山
拾

得
」
も
こ
の
こ
と
か
ら
も
「
寒
山
拾
得
」
は
一
般
的
に
認
識
さ
れ
て
い
た

と
い
え
よ
う
。
こ
の
作
品
の
中
で
も
仏
教
に
関
す
る
こ
と
書
か
れ
て
い

た
。
禅
は
人
生
を
生
き
る
処
世
の
一
態
度
で
あ
り
、
倫
理
や
思
想
で
あ

り
、
処
世
の
哲
学
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

当
時
の
読
売
新
聞
で
連
載
さ
れ
た
作
品
に
は
、
寒
山
と
拾
得
の
笑
い
声

を
捉
え
て
「
あ
つ
は
は
は
は
は
、
や
ち
ひ
ひ
ひ
ひ
」
な
ど
の
擬
音
語
が
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
大
手
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
寒
山
拾
得
は
、

一
般
層
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

禅
宗
は
、
も
と
も
と
不
立
文
字
、
教
化
別
伝
を
振
り
回
し
、
以
心
伝
心

に
よ
っ
て
お
釈
迦
様
が
悟
道
し
た
心
印
を
衆
生
の
心
に
伝
え
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
を
誇
り
と
し
て
経
典
に
捉
わ
れ
ず
、
直
観
的
な
悟
り
の
境

地
を
用
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
作
家
た
ち
は
、
そ
の
こ

と
を
日
常
の
言
葉
で
素
直
に
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
石
川
淳
の

「
岡
本
か
の
子
論
」
は
、
縁
起
観
輪
廻
観
の
現
れ
を
文
学
的
に
解
明
し
た
。

６
、
土
田
耕
平

土
田
耕
平
「
寒
山
拾
得
」
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
で
は
森
鷗
外
の

「
寒
山
拾
得
」
か
ら
発
想
を
得
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
寒
山
と
拾
得
が

高
僧
と
い
う
こ
と
は
誰
も
知
ら
な
い
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

日
本
近
代
文
学
に
表
象
さ
れ
た
「
寒
山
拾
得
」（
陸

艶
）

三
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パ
ロ
デ
ィ
ー
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
土
田
が
、
森
鷗
外
と
同
じ

タ
イ
ト
ル
で
、
内
容
も
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
よ
う
の
短
編
を
書
い
た
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
は
「
寒
山
拾
得
」
と
い
う
事
蹟
が
実
際
に
民
衆
の
心
に
花
咲
い

た
よ
う
で
あ
っ
た
か
ら
と
と
い
え
よ
う
。
当
時
の
人
々
の
思
想
精
神
の
種

で
あ
る
。

「
寒
山
拾
得
」
は
、
奇
怪
な
風
貌
、
常
人
離
れ
し
た
言
動
、
奇
瑞
な
行

動
な
ど
に
よ
り
、
後
世
神
聖
化
さ
れ
、
多
く
の
伝
説
・
詩
文
・
絵
画
を
作

り
出
し
た
。
例
え
ば
、
坪
内
逍
遥
に
よ
る
謡
曲
の
脚
本
「
寒
山
拾
得
」

（
一
九
一
四
）
で
は
、
寒
山
拾
得
を
は
じ
め
と
す
る
禅
思
想
・
禅
知
識
が
、

一
般
的
に
広
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
幸
田
露
伴
「
観
画

談
」
の
中
に
も
生
死
を
超
え
、
名
利
の
角
度
か
ら
「
寒
山
」
と
「
寒
山

詩
」
を
把
握
で
き
る
こ
と
が
判
明
で
き
る
。

四
、
文
学
以
外
の
日
本
の
「
寒
山
拾
得
」

日
本
で
は
近
代
に
至
る
ま
で
、「
寒
山
拾
得
」
を
主
題
と
し
た
も
の
は
、

文
学
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
禅
画
や
謡
曲
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
も
登
場

す
る
。

中
世
か
ら
近
代
に
至
る
日
本
文
学
の
中
に
表
れ
た
「
寒
山
拾
得
」
像
は

様
々
な
作
品
に
採
り
上
げ
ら
れ
、
寒
山
拾
得
特
有
の
容
貌
、
服
装
、
動

作
、
笑
い
声
の
描
写
な
ど
が
、
好
意
的
な
扱
い
を
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

絵
画
の
分
野
で
は
、
ニ
タ
リ
と
不
気
味
に
笑
う
寒
山
拾
得
の
ア
ル
カ
イ

ッ
ク
ス
マ
イ
ル
が
、
岸
田
劉
生
「
麗
子
像
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
こ
と
は

有
名
で
あ
り
、
後
の
伝
承
・
伝
説
・
図
画
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ー
ス
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、「
野
童
女
」（
一
九
二
二
）
は
、
顔
輝
の

寒
山
拾
得
図
を
モ
デ
ル
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
人
間
離
れ
し
た
「
笑

い
」
は
、
た
と
え
ば
能
面
「
猩
々
」
な
ど
の
よ
う
に
、
悟
り
を
得
た
者＝

人
間
界
を
超
越
し
た
者
の
霊
的
風
景
を
描
い
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
芥

川
龍
之
介
も
自
分
の
作
品
「
支
那
の
画
」
の
中
で
、

古
怪
な
寒
山
拾
得
の
顔
に
、「
霊
魂
の
微
笑
」
を
見
た
も
の
は
、
岸

田
劉
生
氏
だ
つ
た
か
と
思
ふ
。
も
し
そ
の
「
霊
魂
の
微
笑
」
の
蔭

に
、
多
少
の
悪
戯
を
点
じ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
冬
の
化
け
物
で
あ

る
。
こ
の
水
墨
の
薄
明
り
の
中
に
、
或
は
泣
き
、
或
は
笑
ふ
、
愛
す

べ
き
異
類
異
形
で
あ
る
。

と
「
寒
山
拾
得
」
の
絵
を
見
て
岸
田
劉
生
の
こ
と
を
想
像
し
た
こ
と
が

書
か
れ
て
い
た
。

禅
画
と
し
て
は
、
白
隠
（
一
六
八
五
）
や
仙
厓
（
一
七
五
〇
）
の
筆
で

描
か
れ
、
盛
ん
で
あ
っ
た
。
禅
画
は
「
物
我
一
如
」
の
純
粋
美
を
描
く
も

の
で
、
人
間
へ
の
精
神
の
内
奥
の
根
元
の
求
め
に
応
じ
て
直
観
的
に
捉
え
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得
る
も
の
で
あ
る
。

中
国
は
も
と
よ
り
、
日
本
に
お
い
て
も
寒
山
拾
得
の
風
狂
に
し
て
奇

怪
、
禅
味
あ
ふ
れ
る
多
く
の
画
家
の
創
作
意
欲
を
刺
激
し
て
き
た
。
著
名

な
禅
画
「
十
牛
図
」
と
な
ら
ん
で
、
寒
山
拾
得
を
描
い
た
作
品
は
す
こ
ぶ

る
多
く
、
そ
の
上
名
画
が
多
い
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
乾
隆

年
間
に
で
き
た
「
寒
山
」
像
は
、
完
全
な
自
由
人
・
自
然
人
と
し
て
生
き

貫
い
た
人
物
像
と
な
っ
て
い
る
。
超
自
然
的
な
い
し
求
心
的
な
風
狂
の
イ

メ
ー
ジ
は
、
実
は
閭
丘
胤
の
序
か
ら
誘
い
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
画
題

と
し
て
の
人
物
像
も
そ
れ
に
拠
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

宋
代
以
後
、
彼
ら
の
生
き
方
に
憧
れ
る
禅
僧
や
文
人
に
よ
っ
て
格
好
の

画
題
と
さ
れ
て
き
た
。
中
国
の
画
家
で
は
、
梁
楷
寒
山
拾
得
画
は
大
口
で

ゲ
ラ
ゲ
ラ
笑
っ
て
い
る
こ
と
が
見
え
る
。

牧
渓
は
火
太
猿
の
両
幅
の
中
に
寒
山
と
拾
得
を
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の

モ
デ
ル
作
家
は
一
四
世
紀
頃
の
中
国
の
画
家
顔
輝
で
あ
る
。
因
陀
羅
に
寒

山
と
拾
得
を
楽
し
く
話
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
漢
詩
の
よ
う

な
説
明
書
き
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
中
国
の
宋
元
時
代
の
作
品

の
特
徴
で
あ
る
。
主
に
達
磨
か
ら
慧
能
ま
で
の
禅
宗
の
祖
師
達
や
、
あ
る

い
は
寒
山
拾
得
な
ど
を
書
く
こ
と
が
多
い
。

寒
山
拾
得
と
も
に
、
有
髪
の
居
士
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
経
典
を
も

つ
寒
山
は
、
智
慧
を
司
る
文
殊
菩
薩
、
箒
を
も
つ
拾
得
は
慈
悲
（
行
）
を

司
る
普
賢
菩
薩
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
、
造
型
さ
れ
て
い
る
。

一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
三
月
二
八
日
に
、
読
売
新
聞
の
朝
刊
に
新
刊

紹
介
「
寒
山
拾
得
」
に
関
し
た
『
寒
山
詩
評
釈
』
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
一
一
月
一
三
日
同
じ
く
朝
刊
四
面
で
横

山
大
観
作
「
寒
山
拾
得
」
の
画
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
一
九
二

六
（
大
正
十
五
）
年
三
月
二
二
日

読
売
新
聞
の
朝
刊
四
面
に
富
岡
鉄
斎

「
寒
山
拾
得
」
の
宣
伝
が
あ
る
。
そ
し
て
、「
寒
山
拾
得
」
の
タ
イ
ト
ル

で
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
三
月
二
九
日
に
読
売
新
聞
の
朝
刊
で
挿
絵

が
豊
富
で
文
章
も
立
派
で
あ
る
。
最
後
に
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年

九
月
一
〇
日
に
、
同
じ
く
読
売
新
聞
に
、
歌
舞
伎
座
で
演
劇
し
た
「
寒
山

拾
得
」
を
鑑
賞
し
た
後
で
感
銘
を
受
け
た
記
事
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら

「
寒
山
拾
得
」
は
「
面
白
の
楽
の
音
」
と
し
て
日
本
に
広
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

ま
と
め
に

以
上
、
中
国
の
「
寒
山
拾
得
」
と
日
本
の
「
寒
山
拾
得
」
は
、
国
・
地

域
が
異
な
れ
ば
、
そ
こ
に
住
む
人
々
も
文
化
も
歴
史
も
異
な
る
よ
う
に
、

長
い
年
月
を
経
て
生
き
続
け
る
う
ち
に
多
少
異
な
っ
て
い
っ
た
。

中
国
の
「
寒
山
拾
得
」
は
昔
は
注
目
さ
れ
た
も
の
の
、
近
代
は
文
化
的

に
も
殆
ど
影
響
を
与
え
る
こ
と
な
く
忘
れ
去
ら
れ
た
よ
う
な
存
在
で
あ

る
。

日
本
近
代
文
学
に
表
象
さ
れ
た
「
寒
山
拾
得
」（
陸

艶
）

三
三



し
か
し
な
が
ら
、
日
本
で
は
多
く
の
著
名
な
作
家
が
取
り
上
げ
、
文
学

・
芸
術
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。

近
代
日
本
は
明
治
以
降
、
文
明
開
化
の
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
西

欧
の
哲
学
・
風
俗
・
文
学
・
な
ど
多
種
多
様
な
文
化
を
取
り
入
れ
た
。
日

本
人
の
知
的
関
心
・
美
的
価
値
の
基
準
は
、
中
国
志
向
か
ら
西
欧
志
向
へ

急
展
開
し
た
。
そ
の
中
で
、
再
び
東
洋
（
中
国
）
思
想
の
回
帰
が
起
こ

る
。
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
日
本
文
学
界
に
は
超
俗
的
に
風
狂

で
人
生
を
貫
徹
し
た
「
寒
山
拾
得
」
が
多
く
登
場
す
る
。
古
来
よ
り
の
日

本
の
仏
教
文
化
の
中
の
形
を
持
た
な
い
禅
思
想
が
「
寒
山
拾
得
」
と
い
う

形
象
化
し
た
形
を
と
っ
て
登
場
す
る
。
こ
の
形
象
化
し
た
禅
の
形
は
、
取

り
付
き
安
か
っ
た
の
か
、
文
学
の
他
に
も
禅
画
や
歌
謡
な
ど
広
く
日
本
文

化
の
中
に
登
場
し
た
。

従
っ
て
、
日
本
近
代
文
学
で
登
場
す
る
「
寒
山
拾
得
」
は
当
時
の
東
洋

思
想
回
帰
の
流
れ
の
中
で
、
特
に
日
本
で
育
ま
れ
た
仏
教
思
想
・
禅
思
想

の
形
象
化
を
担
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
る
。

註（
１
）
奇
瑞
と
い
う
の
は
、
め
で
た
い
吉
兆
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
中
国
で
、

「
寒
山
拾
得
」
は
そ
の
代
表
で
あ
る
。
婚
礼
の
と
き
に
祭
る
神
で
あ
る
。

と
も
に
蓬
頭
で
笑
顔
、
緑
衣
を
着
け
、
一
人
は
棒
と
鼓
を
持
つ
。
二
仙
、

二
聖
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
２
）
張
石
「
唐
代
詩
僧
寒
山
与
日
本
近
現
代
文
学
」（『
日
本
研
究
』
二
〇
〇

九
・
第
一
期
）

（
３
）
古
田
島
洋
介
「『
寒
山
拾
得
』
原
拠
再
考
」（『
国
文
学

解
釈
と
教
材

の
研
究
』
一
九
八
二
・
七
月
号
）

（
４
）
薛
飛
『
中
国
地
方
志
集
成
・
江
蘇
府
縣
志
輯
』（
江
蘇
古
籍
出
版
社
・

一
九
九
一
・
九
）

（
５
）
贊
寧
『
宋
高
僧
傳
』（『
北
京
中
華
書
局
・
一
九
八
七
）

（
６
）
道
原
『
景
徳
傳
燈
録
』（
中
文
出
版
社
・
一
九
七
六
）

（
７
）
嚴
雅
美
《
潑
墨
仙
人
圖
研
究
│
兼
論
宋
元
禪
宗
繪
畫
》、
台
灣
：
法
鼓

文
化
、
二
〇
〇
〇

（
８
）
任
平
〈
寒
山
精
神
：
走
向
全
球
的
「
和
合
」
文
化
〉、
認
為
「
和
合
文

化
」：「
是
以
『
和
合
』
為
內
在
靈
魂
將
儒
道
佛
三
者
貫
通
的
文
化
。」《
寒

山
寺
文
化
論
壇
論
文
集
》（
北
京
：
中
國
文
史
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）、

頁
四
〇
。

（
９
）
同
注
（
７
）

（
１０
）
谷
脇
理
史
・
岡
雅
彦
『
仮
名
草
子
集
』
小
学
館
・
日
本
古
典
文
学
集
六

四
・（
一
九
九
九
・
九
）

（
１１
）
井
伏
鱒
二
「
陣
痛
時
代
」（『
創
刊
号
』
一
九
二
六
・
一
）

（
る
ー

え
ん

特
別
研
究
員
）

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要

第
二
十
一
号

三
四


